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　令和６年第２回定例会が、３月７日から22日までの16日間の会期で開催されました。
　一般会計当初予算には、移住・定住や事業者の活動の拠点としての貸事業所整備事業のほか、
かわまた認定こども園保育料の完全無償化や山木屋地区の防災拠点施設整備事業、新斎場（火葬
場）の供用開始や窓口業務等のデジタル化に伴う予算が盛り込まれました。議会では、予算決算
常任委員会で集中的に審議し、結果を報告後、本会議で採決されます。その結果、予算を含め、
議案は全て、「可決」となりました。（予算審議の内容は5-7㌻をご覧ください）
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3月議会
定例会 新年度予算を

一般会計87億8000万円ほかを可決一般会計87億8000万円ほかを可決

令和６年度　主な事業

藤原町長４年目の予算編成

年８月に供用開始を予定してい
る新斎場（火葬場）の整備に係

る既存火葬場の解体及び解体後の敷地
整備等に係る費用。新斎場の整備に係
る総事業費は、基本計画等の策定業務
委託料のほか、工事請負費、備品購入
費など、令和２年度から令和６年度の
当初予算を含め、総額７億1,800万円
程度が見込まれる。

1億8,616万円（総事業費見込額　７億1,800万円）

火 葬 場 整 備 事 業
今
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3月議会
定例会 新年度予算を

一般会計87億8000万円ほかを可決一般会計87億8000万円ほかを可決

　瓦町地内に整備予定の貸事業所整備に係
る工事費等。

5億1,414万円

貸事業所整備事業

　空家等を除去する際に50万円を上限に
費用の１/２を助成する新規事業。

　町体育館サブアリーナに暑さ対策として
空調を設置する費用。

500万円

2,255万円

空家等除去事業補助金

町体育館空調設置工事

　川俣高校の県外生徒募集に係る高校の魅
力向上、ＰＲのための費用。

　かわまた認定こども園に通う園児の保育
料を全額助成するための費用。

239万円 1,500万円

川俣高校魅力向上推進事業

保育料保護者助成金
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一般会計予算の構成比
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⑴

ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
付
金
に
つ
い
て
は
、
制
度

改
正
へ
の
対
応
は
も
と
よ
り
、
引
き
続
き
幅
広
い

返
礼
品
に
つ
い
て
の
検
討
を
進
め
、
返
礼
品
の
充

実
に
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄

付
金
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
定
期
的

な
更
新
と
拡
充
に
努
め
る
こ
と
。

⑵

旧
学
校
施
設
等
の
利
活
用
に
あ
た
っ
て
は
、
す

で
に
利
活
用
が
決
ま
っ
て
い
る
施
設
に
つ
い
て
は

円
滑
な
事
業
推
進
が
図
れ
る
よ
う
関
係
団
体
と
の

協
議
を
進
め
る
こ
と
。
ま
た
、
利
活
用
が
決
ま
っ

て
い
な
い
施
設
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
意
向
等
を

踏
ま
え
な
が
ら
有
効
な
利
活
用
に
向
け
た
取
組
を

早
急
に
進
め
る
こ
と
。

⑴

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て
は
、

３
年
間
の
活
動
期
間
終
了
後
、
隊
員
が

自
立
し
、
町
に
根
付
い
た
活
動
が
で
き

る
よ
う
、
引
き
続
き
支
援
体
制
の
充
実

に
努
め
る
こ
と
。

⑵

町
の
Ｐ
Ｒ
事
業
に
つ
い
て
は
、
他
市

町
村
の
事
例
を
調
査
す
る
な
ど
、
よ
り

効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
研
究
す
る
こ

と
。

⑴

災
害
対
策
費
で
、
昨
年
に
続
き
、
職
員
２
名
分

の
防
災
士
資
格
の
取
得
経
費
が
計
上
さ
れ
た
。
地

域
の
防
災
力
向
上
の
た
め
、
資
格
取
得
者
の
知
識

活
用
に
努
め
る
こ
と
。

⑵

町
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
、
予
備
の
戸
別
受

信
機
が
十
分
確
保
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
可
聴
区
域
内
で
あ
っ
て
も
、
様
々
な
事
情

に
よ
り
戸
別
受
信
機
を
必
要
と
し
て
い
る
方
に
は
、

す
み
や
か
に
戸
別
受
信
機
を
設
置
す
る
こ
と
。

⑶

防
災
計
画
等
諸
計
画
の
策
定
、
見
直
し
に
あ
た

っ
て
は
、
積
極
的
に
女
性
が
参
画
し
、
女
性
の
意

見
を
反
映
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
に
努
め
る

こ
と
。

⑷

災
害
が
頻
発
し
て
い
る
状
況
や
、
大
規
模
地
震

が
予
期
さ
れ
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
防
災
体
制

の
整
備
と
点
検
、
防
災
意
識
の
高
揚
等
に
努
め
、

着
実
な
事
業
執
行
と
計
画
的
な
予
算
化
に
努
め
る

こ
と
。
特
に
老
朽
化
し
て
い
る
施
設
等
に
つ
い
て

は
、
早
急
に
予
算
化
を
図
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
消

防
団
員
の
資
質
向
上
を
図
る
た
め
、
資
格
取
得
費

及
び
研
修
費
に
つ
い
て
予
算
化
す
る
こ
と
。

⑸

自
主
防
災
組
織
に
対
す
る
補
助
金
は
、
地
域
の

防
災
力
向
上
に
つ
な
が
る
取
組
で
あ
る
た
め
、
事

業
の
詳
細
に
つ
い
て
各
種
団
体
等
へ
の
周
知
徹
底

を
図
る
こ
と
。

⑹

行
事
予
定
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
３
月
中
に
配
布
す

る
こ
と
。

⑺

議
場
の
傍
聴
席
の
増
設
と
、
事
務
局
執
務
室
の

拡
張
に
つ
い
て
、
早
急
に
実
現
を
図
る
こ
と
。

　３月定例会では、一般会計予算ほか当初予算12件が提案され、委員会で集中的に審議する
ことにしています。委員会の審議の結果、次のような意見が出され報告されました。
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令和6年度（2024年）

　当初予算を CHECK



かわまた議会だより 6

⑴

地
域
医
療
確
保
対
策
事
業
費
に
つ
い

て
大
幅
な
増
額
が
見
ら
れ
た
。
交
付
税

基
準
額
の
上
限
ま
で
段
階
的
に
引
き
上

げ
る
と
の
説
明
で
あ
る
が
、
増
額
分
が

診
療
内
容
の
充
実
な
ど
利
用
者
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
医
療
機
関

と
の
連
携
に
努
め
る
こ
と
。

⑵

社
会
福
祉
協
議
会
助
成
事
業
費
に
つ

い
て
、
新
た
に
町
社
会
福
祉
協
議
会
事

業
補
助
金
の
交
付
基
準
が
制
定
さ
れ
た
。

社
会
福
祉
活
動
の
基
礎
と
な
る
助
成
で

あ
り
、
重
要
な
案
件
で
あ
る
。
今
後
、

交
付
基
準
を
変
更
す
る
な
ど
の
際
に
は
、

議
会
に
対
し
必
ず
事
前
に
説
明
す
る
こ

と
。

⑴

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て
は
、
３

年
間
の
活
動
期
間
終
了
後
、
隊
員
が
自
立

し
、
町
に
根
付
い
た
活
動
が
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
支
援
体
制
の
充
実
に
努
め
る
こ

と
。
ま
た
、
農
業
の
課
題
解
決
に
資
す
る

取
組
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
よ

く
研
究
し
、
活
動
状
況
の
公
開
や
交
流
機

会
の
拡
大
な
ど
、
効
果
的
な
事
業
運
営
を

図
る
こ
と
。

⑵

有
害
鳥
獣
捕
獲
報
償
金
の
一
部
に
不
正

事
案
が
確
認
さ
れ
た
。
今
後
、
同
様
の
事

案
が
発
生
し
な
い
よ
う
厳
格
な
運
用
に
努

め
る
こ
と
。

⑴

町
道
改
良
に
つ
い
て
は
、
改
良
が

長
期
に
わ
た
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
る

の
で
、
財
源
の
確
保
と
早
期
実
施
に

努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
路
線
箇
所
の

選
択
と
集
中
に
よ
り
、
工
期
短
縮
に

つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
。

⑵

空
家
対
策
に
つ
い
て
、
新
た
に
空

家
等
除
去
事
業
補
助
金
の
予
算
が
計

上
さ
れ
た
が
、
空
家
の
解
消
に
向
け

総
合
的
な
対
策
を
進
め
る
こ
と
。

⑶

水
道
事
業
に
簡
易
水
道
事
業
が
統

合
さ
れ
る
が
、
円
滑
な
運
営
に
努
め

る
こ
と
。

⑴

仮
置
場
全
��
か
所
の
う

ち
、
令
和
５
年
度
ま
で
に

��
か
所
が
返
還
さ
れ
た
が
、

今
後
、
工
事
が
予
定
さ
れ

て
い
る
９
か
所
に
つ
い
て

も
、
速
や
か
に
返
還
し
て

い
け
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

⑴

こ
れ
ま
で
の
認
定
こ
ど
も
園
に
対

す
る
各
種
補
助
金
、
保
護
者
が
負
担

す
る
給
食
費
全
額
助
成
に
係
る
予
算

に
加
え
、
３
歳
未
満
児
の
保
育
料
全

額
助
成
の
た
め
の
予
算
が
計
上
さ
れ
、

町
の
保
育
料
の
完
全
無
償
化
が
実
現

す
る
。
子
育
て
支
援
施
策
と
し
て
大

き
な
効
果
が
期
待
さ
れ
る
た
め
、
広

く
周
知
に
努
め
る
こ
と
。

⑵

少
子
化
が
進
行
し
て
い
る
現
状
を

踏
ま
え
、
施
設
及
び
公
園
整
備
、
既

存
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
、
保
護

者
の
希
望
、
要
望
に
寄
り
添
っ
た
さ

ら
な
る
子
育
て
支
援
策
を
進
め
る
こ

と
。

予算決算常任委員会報告予算決算常任委員会報告
令和6年度（2024年）

当初予算に議会から厳しい意見

⑴

各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
や
納
税
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
な
ど
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応

す
る
た
め
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
納

税
者
の
利
便
性
が
向
上
す
る
よ
う
、
引
き
続

き
、
丁
寧
な
周
知
と
説
明
に
努
め
る
こ
と
。

⑵

ご
み
減
量
化
事
業
費
が
計
上
さ
れ
た
が
、

ご
み
の
排
出
量
の
減
量
に
向
け
た
取
組
と
し

て
期
待
さ
れ
る
た
め
、
よ
り
多
く
の
団
体
が

参
加
で
き
る
よ
う
事
業
の
周
知
徹
底
を
図
る

こ
と
。

⑶

畜
産
公
害
等
（
悪
臭
）
で
悩
む
住
民
の
た

め
、
県
に
よ
く
要
望
、
連
携
の
う
え
対
策
を

図
る
こ
と
。
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⑴

部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

は
、
現
在
移
行
中
で
あ
る
が
、
本

格
的
な
運
用
に
向
け
様
々
な
課
題

が
生
じ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
た

め
、
教
職
員
や
地
域
指
導
者
と
の

情
報
交
換
な
ど
連
携
強
化
に
努
め
、

他
市
町
村
の
事
例
等
を
よ
く
調
査

し
円
滑
な
移
行
を
目
指
す
こ
と
。

⑵

中
学
校
校
舎
の
修
繕
は
、
こ
れ

ま
で
女
子
ト
イ
レ
の
改
修
等
、
年

次
的
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
今
回

は
男
子
ト
イ
レ
改
修
の
設
計
業
務

委
託
料
が
計
上
さ
れ
た
。
今
後
も
、

生
徒
の
学
び
と
成
長
に
支
障
が
生

じ
な
い
よ
う
、
適
切
な
維
持
管
理

と
対
応
に
努
め
る
こ
と
。

⑶

川
俣
高
校
魅
力
向
上
推
進
事
業

費
が
新
た
に
計
上
さ
れ
た
。
川
俣

高
校
の
県
外
募
集
に
向
け
た
取
組

で
あ
り
、
短
期
間
で
の
環
境
整
備

が
求
め
ら
れ
る
。
早
急
に
他
市
町

村
の
事
例
調
査
等
に
着
手
し
、
県

教
育
委
員
会
と
の
協
議
を
重
ね
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
む

こ
と
。

ま と め

令
和
６
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
前
年
度
比

３
．９
％
減
の
��
億
８
０
０
０
万
円
が
提
案
さ
れ
た
。

震
災
発
生
か
ら
��
年
が
経
過
し
、
仮
置
場
返
還
事

業
や
中
央
公
民
館
改
修
事
業
な
ど
の
一
定
の
進
捗
に

よ
り
、
前
年
度
比
で
は
減
額
と
な
っ
て
い
る
が
、
令

和
６
年
度
予
算
は
、
第
６
次
振
興
計
画
の
２
年
目
と

な
り
、
町
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
、
具
体
的
な
取

組
が
期
待
さ
れ
る
。
移
住
・
定
住
や
事
業
者
の
活
動

の
拠
点
と
し
て
の
貸
事
業
所
整
備
事
業
の
ほ
か
、
か

わ
ま
た
認
定
こ
ど
も
園
保
育
料
の
完
全
無
償
化
や
山

木
屋
地
区
の
防
災
拠
点
施
設
の
整
備
に
向
け
た
予

算
な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
当
局
に
お
い
て

は
、
着
実
に
事
業
を
執
行
し
、
振
興
計
画
の
目
標
達

成
に
向
け
、
成
果
、
効
果
を
追
求
す
る
こ
と
。
ま
た
、

新
斎
場
の
供
用
開
始
や
窓
口
業
務
等
の
デ
ジ
タ
ル
化
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入
な
ど
新
た
な
取
組
の

開
始
に
あ
た
っ
て
は
、
町
民
目
線
で
の
丁
寧
な
対
応

に
努
め
る
こ
と
。

引
き
続
き
、
国
際
情
勢
の
不
安
定
化
や
予
測
不
能

な
危
機
等
に
対
し
て
も
、
経
済
対
策
、
イ
ン
フ
ラ
整

備
等
予
算
の
着
実
な
執
行
に
よ
り
、
適
切
に
備
え
ら

れ
る
と
と
も
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
適
時
的
確
に
補

正
予
算
を
計
上
し
対
応
す
る
こ
と
。

以
上
の
点
に
つ
い
て
意
見
し
、
令
和
６
年
度
各
会

計
当
初
予
算
��
件
は
可
決
す
べ
き
も
の
と
す
る
。

な
お
、
審
査
報
告
書
に
対
す
る
対
応
状
況
に
つ
い

て
は
、
文
書
で
回
答
す
る
こ
と
。

令
和
６
年
３
月
��
日

　
　
　
　
　
　
　
　
予
算
決
算
常
任
委
員
会

委
員
長

菅

野

信

一

⑴

合
宿
所
施
設
管
理
運
営
費

に
お
い
て
新
た
に
料
理
講
習

会
等
の
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。

今
後
、
合
宿
所
に
お
い
て
食

事
の
提
供
を
行
う
な
ど
新
た

な
魅
力
の
創
出
を
図
る
こ
と
。

⑵

前
田
遺
跡
の
国
史
跡
指
定

に
向
け
た
取
組
を
着
実
に
進

め
る
と
と
も
に
、
広
く
町
民

に
前
田
遺
跡
の
魅
力
を
発
信

し
、
文
化
財
の
活
用
を
図
る

こ
と
。

⑶

代
官
所
跡
の
石
碑
は
、
早

急
に
も
と
の
場
所
に
戻
す
よ

う
協
議
を
進
め
る
こ
と
。

特
に
な
し
。

⑴

議
場
内
に
新
た
に
モ
ニ
タ

ー
を
設
置
す
る
よ
う
進
め
る

こ
と
。

⑵

議
場
の
傍
聴
席
の
増
設
と
、

事
務
局
執
務
室
の
拡
張
に
つ

い
て
、
早
急
に
実
現
を
図
る

こ
と
。
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令和6年度（2024年）

当初予算に議会から厳しい意見



かわまた議会だより

②
住
所
の
番
地
枝
番
は
取
れ

な
か
っ
た
の
か
。

（
高
橋
清
美
議
員
）

　
　
①
広
く
は
葬
儀
等
そ
の

式
典
を
行
う
施
設
で
す
。

②
斎
場
の
敷
地
で
な
い
２
番

地
の
１
と
い
う
住
所
が
あ
る

た
め
２
番
地
の
２
と
定
め
る

も
の
で
す
。（町

民
税
務
課
長
）

●
議
案
第
32
号

川
俣
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の
選
任
に

つ
い
て

　
　
　
委
員
選
定
の
基
準
は
。

（
高
橋
文
雄
議
員
）

　
　
住
民
、
納
税
義
務
が
あ

る
者
ま
た
は
評
価
に
つ
い
て

学
識
経
験
を
有
す
る
者
の
う

ち
か
ら
選
任
す
る
も
の
と
さ

れ
て
い
ま
す
。（
総
務
課
長
）

　
　
①
町
有
地
で
す
が
、
今

後
の
利
用
方
法
は
未
定
で
す
。

（
財
政
課
長
）

②
近
日
中
に
調
査
結
果
を
確

認
し
報
告
す
る
予
定
で
す
。

（
農
林
振
興
課
長
）

　
　
　
①
個
人
住
民
税
定
額

減
税
の
詳
細
は
。

②
低
所
得
者
世
帯
支
援
給
付

金
給
付
事
業
は
い
つ
完
了
す

る
の
か
。（
石
河
ル
イ
議
員
）

　
　
①
現
在
の
と
こ
ろ
正
確

な
数
字
は
示
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
減
収
分
と
し
て
６
８

９
万
３
千
円
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
（
町
民
税
務
課
長
）

②
現
在
、
シ
ス
テ
ム
の
改
修

等
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。　
　
（
保
健
福
祉
課
長
）

●
議
案
第
11
号

川
俣
町
火
葬
場
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
①
火
葬
場
の
名
称
が

川
俣
町
斎
場
に
な
る
が
斎
場

の
意
味
は
。

【
概
要
】
事
業
費
の
確
定
等

に
よ
る
減
額
と
、
各
種
基
金

（
町
の
貯
金
）
積
立
の
た
め

の
増
額
等
に
よ
り
、
２
億
３

４
１
０
万
２
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
１
１
０
億
８
７
９
０

万
２
千
円
と
す
る
も
の
。

　
　
　
①
※
繰
越
明
許
費
の

追
加
が
��
件
と
多
く
な
っ
て

い
る
理
由
は
。
ま
た
、
全
て

当
初
予
算
で
の
事
業
か
。

②
春
日
集
会
所
改
修
工
事
の

内
容
は
。

③
ニ
ホ
ン
ザ
ル
生
息
状
況
調

査
業
務
に
つ
い
て
委
託
料
が

補
助
金
に
変
更
と
な
っ
た
理

由
は
。
当
初
か
ら
分
か
っ
て

い
た
の
で
は
な
い
か
。

④
産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
事
業
の
内
容
は
。

（
高
橋
清
美
議
員
）

※
年
度
内
に
支
出
が
完
了
し

な
い
見
込
の
事
業
を
、
翌

年
度
に
繰
り
越
し
て
使
用

す
る
経
費

　
　
①
様
々
な
事
由
に
よ
り

繰
り
越
さ
ざ
る
を
得
な
い
事

案
で
す
の
で
ご
理
解
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
当
初
予
算
だ
け

で
な
く
補
正
予
算
に
よ
る
事

業
も
あ
り
ま
す
。（財

政
課
長
）

②
空
調
設
備
の
整
備
に
伴
う

窓
や
玄
関
等
の
改
修
に
よ
り
、

熱
効
率
の
改
善
を
図
る
た
め

の
工
事
で
す
。（
財
政
課
長
）

③
本
来
、
委
託
料
で
は
な
く

補
助
金
と
し
て
支
出
す
べ
き

も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
今
回
、

予
算
の
組
み
換
え
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。

（
農
林
振
興
課
長
）

④
西
部
工
業
団
地
内
に
ベ
ル

グ
福
島
の
育
苗
施
設
（
大
型

連
棟
ハ
ウ
ス
８
棟
４
６
５
４

㎡
）
を
整
備
す
る
こ
と
で
羽

田
産
業
団
地
を
含
め
た
一
体

的
な
産
地
の
形
成
を
目
指
す

も
の
で
す
。（農

林
振
興
課
長
）

　
　
　
①
現
在
の
消
防
署
南

分
署
の
土
地
は
町
の
も
の
か
。

ま
た
、
今
後
の
利
用
予
定
は
。

②
ニ
ホ
ン
ザ
ル
生
息
状
況
調

査
の
結
果
の
報
告
は
い
つ
頃

に
な
る
か
。（菅

野
清
一
議
員
）

8

　
　
　
町
長
任
期
最
後
の
年

と
な
る
が
重
点
事
業
は
何
か
。

（
高
橋
清
美
議
員
）

　
　
子
育
て
支
援
、
移
住
定

住
、
活
力
あ
る
産
業
支
援
の

ほ
か
、
高
齢
化
で
も
み
ん
な

が
元
気
に
暮
ら
せ
る
町
づ
く

り
の
た
め
の
予
算
を
重
点
と

し
ま
し
た
。　
　
　
（
町
長
）

答

答 質
問

質
問

質
問

一
般
会
計
補
正
予
算
の
質
疑

答 答

答答

質
問

質
問

質
問 そ

の
他
の
議
案

令和

年度
6

一
般
会
計
補
正
予
算
の
質
疑

令和

年度
5
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議　案 件　　　　　　　　　　　　　　　　名

3月議会定例会審議結果（令和６年３月７日〜22日）

審 議 結 果

3月議会定例会請願審査結果
受理
番号 付託委員会 件　　　　　名 請願者住所及び氏名 紹介議員 審査

結果

1 総 務 産 業
常任委員会

わいわいクラブ建物の利用請
願書

川俣町字瓦町１
　すみよし自治会副会長

高橋　恭司　外８名
高橋　文雄 継続

審査

第４号
第５号
第６号
第７号
第８号
第９号
第10号
第11号
第12号
第13号
第14号
第15号
第16号
第17号
第18号
第19号
第20号
第21号
第22号
第23号
第24号
第25号
第26号
第27号
第28号
第29号
第30号
第31号
第32号

動産の取得について
福田地区第１仮置場原状回復・返還工事請負契約の締結について
川俣町個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例
地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例
川俣町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
川俣町放課後児童保育条例の一部を改正する条例
川俣町火葬場条例等の一部を改正する条例
山木屋地区復興拠点商業施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
川俣町町営住宅条例の一部を改正する条例
町道路線の認定について
令和５年度川俣町一般会計補正予算（第７号）
令和５年度川俣町国民健康保険特別会計補正予算（第５号）
令和５年度川俣町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
令和５年度川俣町工業団地造成事業特別会計補正予算（第３号）
令和５年度川俣町水道事業会計補正予算（第４号）
令和６年度川俣町一般会計予算
令和６年度川俣町国民健康保険特別会計予算
令和６年度川俣町介護保険特別会計予算
令和６年度川俣町後期高齢者医療特別会計予算
令和６年度川俣町奨学資金特別会計予算
令和６年度川俣町工業団地造成事業特別会計予算
令和６年度川俣町小島財産区特別会計予算
令和６年度川俣町飯坂財産区特別会計予算
令和６年度川俣町大綱木財産区特別会計予算
令和６年度川俣町小綱木財産区特別会計予算
令和６年度川俣町山木屋財産区特別会計予算
令和６年度川俣町水道事業会計予算
川俣町固定資産評価審査委員会委員の選任について

可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
同意（全会一致）
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受理
番号 付託委員会 件　　　　　　名 陳情者住所及び氏名 審査

結果

１

２

３

総 務 産 業
常任委員会

総 務 産 業
常任委員会

総 務 産 業
常任委員会

福島県最低賃金の引き上げと早期
発効を求める意見書提出の陳情に
ついて

政党機関紙の庁舎内勧誘行為の実
態調査を求める陳情

地方自治と沖縄の自己決定権を尊
重し沖縄県との十分な対話で基地
問題の解決に臨むことを国に求め
る意見書に関する陳情

福島県伊達市保原町字舟橋180
　日本労働組合総連合会
　福島県連合会伊達地区連合会

議長　高橋　誠一

福島県福島市野田町字八郎内57－8
福島県を明るくする福島県民の会

代表　鴫原　　隆

山形県鶴岡市水沢字行司免43－13
　沖縄に応答する会

代表　漆山ひとみ

採　択

不採択

　令和５年春闘結果での賃上げ率はほぼ30年ぶりの高水準
での賃上げとなったものの、急激な物価上昇に追いつかず実
質賃金はマイナスが続き、超少子高齢・人口減少という構造
課題やデフレ経済なども相まって、最低賃金近傍で働く者の
生活はより厳しい状況が続き、経済・物価上昇に見合った継
続的な賃上げが喫緊の課題になっている。
　賃金と最低賃金の安定的な引き上げには、中小・零細企業
の労務費の円滑な転嫁も必要不可欠であり、賃上げ原資の確
保を含めた適切な価格転嫁による適正な価格設定をサプライ
チェーン全体で定着させ、物価に負けない賃上げと労務費の
適切な転嫁による取引適正化が急務である。
　また、人手不足を補うための外国人労働者の増加とパート
労働者、契約社員・派遣社員など雇用形態の多様化は依然と
して存在し、低賃金・長時間労働など問題が山積するなか、
重層的なセーフティネットの強化と福島県の人口流出抑制策
となる最低賃金の引き上げと早期発効は重要な政策である。
　よって、本町議会は福島県の一層の発展をはかるため、「賃
金の経済政策」となる福島県の最低賃金引き上げに関する次
の事項について強く要望する。
１　福島県最低賃金は､ 可能な限り速やかに1,000円に到達
させること。特に、国際情勢に起因する急激な物価上昇や
円安の影響により、働く者の生活はより厳しさを増してお
り、経済・物価上昇に見合った賃上げが喫緊の課題である
現状を踏まえるとともに、「新しい資本主義実現会議」に

おいて、2030年代半ばまでに最低賃金全国平均1,500円
となることを目指すとした政府の積極的な姿勢を踏まえ相
応の引き上げを行うこと。

２　中小企業等が、原材料価格やエネルギーコストのみなら
ず、最低賃金引上げ原資の確保を含めた適切な価格転嫁に
よる適正な価格設定をサプライチェーン全体での定着に向
け「労務費の適切な転嫁のための価格交渉に関する指針」
の周知徹底と環境整備の充実、強化を図ること。

３　最低賃金引上げは賃金の多寡と人口移動の相関関係も示
されており、労働力確保や人口流出抑制等も多様な政策誘
導として取り組むこと。

４　福島県最低賃金の改定諮問時期は、労働者間の均衡や景
　気への影響も考慮し、可能な限り早期の発効に努めること。
５　最低賃金の改定額を踏まえ、公契約において賃金や労働
条件に下方圧力がかかることのないよう、賃金保証型（ILO
第94号条約に準拠）での公契約条例の制定に向けて、中
央府省庁および地方自治体に対して指導を強化すること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　令和６年３月22日

内閣総理大臣　岸田　文雄 様
厚生労働大臣　武見　敬三 様
福島労働局長　井口　真嘉 様

福島県伊達郡川俣町議会

福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書

３月定例会における議員提案は１件で、意見書は関係機関に送付しました。

採　択
意見書
提　出

3月議会定例会陳情審査結果
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一 般 質 問
まちの課題を問う!

３月議会定例会の一般質問には10人の議員が登壇しました。

石　河　ル　イ 議員

藤　野　圭　史 議員

菅　野　信　一 議員

高　橋　清　美 議員

◦健康長寿の町づくりについて
◦基幹産業の復活について
◦防災について
◦原発事故からの復興について

◦ＡＥＤ（自動体外式除細動器）
　について
◦消防団について
◦道路維持管理について
◦未使用施設（現在使われてい
　ない施設）について

◦人口減少対策及び移住定住支
　援事業について

◦選挙公約の「５つの約束」の
　実績と今後の取組は
◦道の駅の運営状況は
◦高齢者に対する支援は

13

21

18

17

新　関　善　三 議員

作　田　善　輝 議員

高　橋　文　雄 議員

山　家　恵　子 議員

◦少子高齢化の実態と対策は
◦農地の維持対策について

◦本町の人口の実態と今後の取
　組について
◦地方創生、地域活性化の取組
　について
◦川俣小学校に係る通学路等の
　整備について

◦町の将来の人口問題について
◦瓦町地内貸事務所について
◦中丁交差点の安全対策について

◦町民の命と暮らしを守る防災・
減災のまちづくりについて
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19
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16

蓮　沼　洋　志 議員

藤　原　　　正 議員

◦ゴミ排出量減量の取組について
◦介護施設での介護従事者の減
　少について
◦高齢者の免許返納の減少傾向
　と重大事故の発生について

◦峠の森自然公園活性化事業に
　ついて
◦旧飯坂小学校の将来に向けた
　活用について
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かわまた議会だより

一 般 質 問

少
子
高
齢
化
の
実
態
と
対
策
は

各
種
事
業
の
推
進
に
努
め
ま
す

国
際
紛
争
や
温
暖
化
、
円
安

に
よ
る
海
外
か
ら
の
原
材
料

等
の
コ
ス
ト
上
昇
で
経
営
が
圧
迫
さ

れ
、
地
域
の
状
況
も
高
齢
化
に
よ
っ

て
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

①
遊
休
農
地
の
実
態
は
。

②
農
林
道
の
環
境
整
備
対
策
は
行
っ

て
い
る
の
か
。

③
用
水
路
を
維
持
す
る
た
め
の

対
策
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

①
遊
休
農
地
の
実
態
は

農
業
委
員
会
の
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
に
お
い
て
、
農
地
台

帳
の
情
報
及
び
地
図
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
等
を
活
用
し
状
況
を
確
認

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
策

定
中
の
地
域
計
画
の
話
し
合
い

の
際
に
、
農
地
利
用
状
況
の
聞

き
取
り
を
行
い
、
現
況
地
図
の

作
成
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

遊
休
農
地
は
、
農
業
者
の
高
齢

化
な
ど
を
理
由
に
全
国
的
に
増

加
し
、
特
に
中
山
間
地
域
の
狭

小
地
や
傾
斜
地
の
農
地
が
遊
休

化
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

て
支
援
、
移
住
定
住
、
活
力
あ
る
産

業
、
み
ん
な
の
生
き
が
い
づ
く
り
の

四
つ
の
重
点
施
策
に
基
づ
き
各
種
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

③
今
後
も
地
域
課
題
の
把
握
と
検
討

に
取
り
組
み
、
医
療
・
介
護
対
策
の

強
化
を
進
め
ま
す
。

④
ト
イ
レ
の
洋
式
化
や
手
す
り
の
設

置
な
ど
、
施
設
の
安
全
性
の
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
利
用
者
の

安
全
性
向
上
の
た
め
、
施
設
の
整
備
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
努
め
ま
す
。

①
階
層
別
人
口
の
推
移
の
実

態
は
。

②
人
口
減
へ
の
対
策
は
。

③
医
療
・
介
護
へ
の
対
策
は
。

④
地
区
公
民
館
等
公
共
施
設
の
安
全

性
へ
の
配
慮
は
。

①
国
勢
調
査
の
結
果
で
は
65

歳
以
上
は
、
平
成
22
年
時
４

９
４
１
人
、
31
．７
％
か
ら
、
令
和

２
年
時
５
１
３
５
人
、
42
．２
％
に
、

15
歳
か
ら
64
歳
ま
で
は
、
平
成
22

年
時
８
８
６
３
人
、
56
．９
％
か
ら
、

令
和
２
年
時
６
０
８
５
人
、
50
．０

％
に
、
15
歳
未
満
は
、
平
成
22
年
時

１
７
６
１
人
、
11
．３
％
か
ら
、
令

和
２
年
時
９
５
０
人
、
７
．８
％
と
、

原
子
力
災
害
を
主
要
因
に
、
少
子
高

齢
化
と
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
ま
す
。

②
第
６
次
川
俣
町
振
興
計
画
の
子
育

12

農
地
の

維
持
対
策
に
つ
い
て

地
域
と
連
携
し

対
応
し
ま
す

質
問

質
問

答
弁

答
弁

②
農
道
の
草
刈
り
や
側
溝
の
泥
上
げ

な
ど
の
日
常
的
な
維
持
管
理
は
、
各

種
交
付
金
等
を
活
用
し
地
域
で
行
っ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
舗
装
の
破

損
や
側
溝
の
修
理
等
の
場
合
は
、
職

員
が
被
害
状
況
を
確
認
し
、
必
要
な

工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

③
水
路
の
整
備
工
事
は
多
数
の
要
望

が
あ
り
、
受
益
面
積
や
受
益
戸
数
、

災
害
想
定
範
囲
等
を
考
慮
し
優
先
順

位
を
つ
け
順
次
整
備
を
行
っ
て
い
ま

す
。
農
業
用
水
路
を
利
用
す
る
た
め

に
必
要
と
さ
れ
る
日
常
的
な
維
持
管

理
は
農
道
と
同
様
、
地
域
で
の
維
持

に
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

議員新 関 善 三
にい　ぜき　ぜん　ぞう

農業委員による農地パトロール



かわまた議会だより

一 般 質 問

①
災
害
井
戸
整
備
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

①
災
害
時
協
力
井
戸
等
の
制

度
も
含
め
、
今
後
検
討
し
ま

す
。

①
地
域
計
画
の
取
組
内
容
は
。

②
ト
ラ
ク
タ
ー
、
草
刈
り
機
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
な
ど
の
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
の
技
術
普
及
や
技
術
者
育
成
支
援

を
行
う
考
え
は
。

③
６
次
化
の
推
進
に
向
け
た
加
工
所

の
設
置
は
。

④
化
学
肥
料
削
減
の
た
め
の
土
壌
診

断
の
取
組
は
。

⑤
食
料
安
全
保
障
に
つ
い
て
の
認
識

は
。

①
計
10
地
区
で
地
域
の
将
来

の
農
業
の
あ
り
方
等
に
つ
い

て
関
係
者
と
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

②
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
等
で
実
施

し
て
い
る
事
業
の
周
知
に
努
め
ま
す
。

③
農
産
物
加
工
機
を
お
じ
ま
ふ
る
さ

と
交
流
館
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

④
土
壌
診
断
費
用
の
一
部
を
補
助
す

る
予
算
を
新
た
に
計
上
し
ま
し
た
。

⑤
国
の
食
料
安
全
保
障
へ
の
取
組
の

重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
て
い
ま
す
。

①
町
民
健
診
の
受
診
率
は
。

②
減
塩
の
取
組
は
。

③
食
生
活
改
善
の
取
組
は
。

④
第
２
次
健
康
か
わ
ま
た
２
１
計
画

の
評
価
は
。

⑤
補
聴
器
購
入
補
助
制
度
の
導
入
は
。

⑥
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
今
後
の

取
組
は
。

⑦
児
童
生
徒
の
肥
満
度
や
体
力
は
。

①
令
和
４
年
度
国
保
被
保
険

者
の
特
定
健
診
が
46
．５
％
、

後
期
高
齢
者
健
診
が
32
．０
％
で
す
。

②
減
塩
料
理
教
室
等
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

③
食
生
活
改
善
推
進
員
と
連
携
し
健

康
料
理
の
普
及
推
進
を
図
っ
て
い
ま

す
。

④
令
和
６
年
度
に
最
終
評
価
し
ま
す
。

⑤
中
等
度
難
聴
の
方
対
象
の
助
成
費

用
を
新
た
に
予
算
計
上
し
ま
し
た
。

⑥
３
月
末
で
特
例
臨
時
接
種
は
終
了

し
、
今
後
の
接
種
費
用
等
は
関
係
団

体
と
協
議
し
ま
す
。

⑦
令
和
５
年
度
で
町
内
の
小
学
生
21
．

０
％
、中
学
生
13
．４
％
が
肥
満
傾
向
、

体
力
テ
ス
ト
上
位
Ａ
・
Ｂ
判
定
の
割

合
が
小
学
５
年
男
子
22
．６
％
、
同

女
子
28
．６
％
、
中
学
２
年
男
子
51
．

４
％
、
同
女
子
51
．８
％
で
す
。

議員石 河 ル イ
いし　かわ

13

質
問

答
弁

質
問

質
問

基
幹
産
業
の

復
活
に
つ
い
て

協
議
・
研
究
を

進
め
ま
す　
　

答
弁

答
弁 防

災
に
つ
い
て

今
後
検
討
し
ま
す

①
復
興
事
業
の
成
果
は
。

②
住
民
支
援
の
こ
れ
か
ら
実

行
す
べ
き
こ
と
は
。

①
様
々
な
取
組
が
あ
り
、
引

き
続
き
、
事
業
の
推
進
に
努

め
ま
す
。

②
第
６
次
振
興
計
画
の
基
本
方
針
に

基
づ
き
取
り
組
み
ま
す
。

原
発
事
故
か
ら
の

復
興
に
つ
い
て

事
業
の
推
進
に

努
め
ま
す　
　

質
問

答
弁

健
康
長
寿
の

町
づ
く
り
に
つ
い
て

引
き
続
き　
　

取
り
組
み
ま
す

健康で長寿のまちづくりが求められる



かわまた議会だより

一 般 質 問

家
庭
ご
み

の
約
35
％

が
生
ご
み

で
、
家
庭

用
生
ご
み

処
理
機
や

コ
ン
ポ
ス

ト
設
置
へ

の
補
助
を

継
続
し
ま

す
。
さ
ら

に
、
令
和

６
年
度
か

ら
は
、
新

た
に
リ
サ

イ
ク
ル
に

取
り
組
む

住
民
、
団

体
に
対
す

る
報
奨
金

を
予
算
化

し
ま
し
た
。

①
令
和
４
年
度
の
町
民
一
人

あ
た
り
の
ゴ
ミ
排
出
量
は
県

内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
だ
が
現
況
を

ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

②
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
て
ゴ
ミ
の

減
量
を
推
進
し
て
い
く
の
か
。

①
県
内
で
も
と
て
も
多
い
状

況
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
持

続
可
能
な
循
環
型
社
会
形
成
の
た
め

の
最
も
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
ご
み

の
減
容
化
・
資
源
化
の
推
進
等
の
取

組
に
、
よ
り
一
層
力
を
入
れ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

②
広
報
誌
等
で
の
３
Ｒ
の
推
進
等
に

つ
い
て
の
周
知
啓
発
の
ほ
か
、
今
年

度
は
可
燃
ご
み
の
組
成
分
析
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
夏
季
調
査
の
結
果
、

14

質
問

答
弁

①
虐
待
の
大
き
な
要
因
は
介

護
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
町
は
介
護
負
担
の
有
無

等
を
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
客
観
的
に

確
認
し
、
介
護
負
担
に
応
じ
た
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
適
切
な
調
整
等
を
行
い
、

介
護
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
に
向
け
個
別

に
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
介
護
人
材
に
つ
い
て
は
、
町
と
し

て
も
慢
性
的
な
不
足
状
態
に
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
事
業
者
に
は
介

護
職
員
初
任
者
研
修
の
実
施
を
促
し
、

そ
の
費
用
の
助
成
を
行
う
な
ど
の
支

援
を
し
て
い
ま
す
。

①
家
族
や
親
族
な
ど
の
養
護

者
に
よ
る
虐
待
が
多
い
と
聞

い
て
い
る
が
、
そ
の
対
策
は
。

②
町
内
の
介
護
施
設
に
お
い
て
慢
性

的
な
人
手
不
足
に
な
っ
て
い
る
施
設

は
あ
る
の
か
。

介
護
施
設
で
の

介
護
従
事
者
の

減
少
に
つ
い
て

慢
性
的
な　
　
　
　

人
手
不
足
状
態
で
す

質
問

答
弁

①
国
の
サ
ポ
カ
ー
補
助
金
は

す
で
に
終
了
し
て
い
る
が
町

独
自
で
補
助
金
を
出
せ
な
い
か
。

②
免
許
自
主
返
納
者
が
減
少
し
て
い

る
が
、
町
と
し
て
の
対
策
は
。

質
問

①
衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ

未
搭
載
の
車
は
ま
だ
多
い
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
町
独
自
の
補
助

に
つ
い
て
は
、
先
進
事
例
等
を
研
究

し
検
討
し
ま
す
。

②
デ
マ
ン
ド
型
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
利

用
券
50
回
分
を
交
付
す
る
高
齢
者
運

転
免
許
自
主
返
納
支
援
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
返
納
に
よ
る
デ
メ

リ
ッ
ト
等
に
配
慮
し
、
免
許
を
持
た

な
く
て
も
暮
ら
し
や
す
い
町
と
な
る

よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

蓮 沼 洋 志 議員
はす　ぬま　ひろ　 し

高
齢
者
の
免
許
返
納
の
減
少

傾
向
と
重
大
事
故
の
発
生
に

つ
い
て

先
進
事
例
を
研
究
し
ま
す

答
弁

ゴ
ミ
排
出
量
減
量
の

取
組
に
つ
い
て

よ
り
一
層
力
を

入
れ
ま
す　
　

年　度

平成30年度
令和元年度
令和２年度
令和３年度
令和４年度

町内人口
（人）
��
���
��
���
��
���
��
���
12,065

生活系
3,941
3,977
4,145
3,816
3,782

ごみ排出量（t）
事業系
2,014
1,887
1,996
1,863
1,919

総排出量
5,955
5,864
6,141
5,676
5,701

生活系
804
832
893
844
859

1人1日当たりのごみ排出量（g）
事業系
411
395
430
412
436

総排出量
1,214
1,227
1,323
1,256
1,295

川俣町ごみ排出量の推移（生活系・事業系別）



かわまた議会だより

一 般 質 問

③
人
口
減
少
問
題
は
全
国
的
な
課
題

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
過
疎
に
悩
む
自

治
体
と
連
携
し
、
国
へ
政
策
変
更
を

求
め
る
べ
き
で
な
い
か
。

④
他
の
小
規
模
町
村
で
は
経
費
削
減

の
た
め
公
共
施
設
の
削
減
を
始
め
て

い
る
と
の
報
道
が
あ
る
が
町
の
考
え

は
。

①
人
口
問
題
研
究
所
が
公
表

し
た
当
町
の
将
来
推
計
人
口

は
、
原
子
力
災
害
に
よ
る
イ
レ
ギ
ュ

ラ
ー
な
人
口
の
推
移
の
影
響
を
色
濃

く
受
け
て
い
る
も
の
と
考
え
ま
す
が
、

人
口
の
減
少
は
全
国
レ
ベ
ル
の
問
題

で
、
働
き
手
と
な
る
生
産
年
齢
人
口

等
の
減
少
も
重
要
な
課
題
で
す
。
第

６
次
川
俣
町
振
興
計
画
に
お
い
て
、

子
ど
も
の
成
長
に
合
わ
せ
た
複
合
的

な
子
育
て
支
援
や
、
安
心
し
て
暮
ら

瓦
町
貸
事
務
所
の
建
設
と
中

心
市
街
地
活
性
化
計
画
と
の

関
連
は
。瓦

町
地
内
に
整
備
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
令
和
５
年
５
月

29
日
の
庁
議
で
決
定
し
て
い
ま
す
。

中
心
市
街
地
活
性
化
に
係
る
町
方
針

は
、
第
６
次
川
俣
町
振
興
計
画
の
中

で
、
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
再
生
、

商
業
の
活
性
化
を
目
指
す
こ
と
を
掲

げ
て
お
り
、
本
計
画
に
基
づ
き
取
組

を
進
め
る
も
の
で
す
。

現
在
ま
で
の
進
捗
状
況
は
。

こ
れ
ま
で
福
島
警
察
署
川
俣

分
庁
舎
と
協
議
し
、
ス
ク
ラ

ン
ブ
ル
化
は
、
交
通
量
を
考
慮
し
極

め
て
難
し
い
と
の
判
断
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
歩
車
分
離
式

信
号
の
導
入
や
道
路
の
カ
ラ
ー
舗
装

化
と
い
っ
た
安
全
対
策
を
中
心
に
協

議
し
て
い
き
ま
す
。

たか　はし　ふみ　 お

議員高 橋 文 雄
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質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

瓦
町
地
内

貸
事
務
所
に
つ
い
て

取
組
を
進
め
ま
す

中
丁
交
差
点
の

安
全
対
策
に
つ
い
て

協
議
を
継
続
し
ま
す

全国的な課題である過疎化

町
の
将
来
の
人
口
問
題
に
つ
い
て

持
続
可
能
な
町
を
目
指
し
ま
す

①
町
の
人
口
が
２
０
４
０
年

に
７
０
０
０
人
規
模
に
な
る

と
の
予
測
が
出
て
い
る
が
町
の
対
応

は
。

②
町
外
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
職

員
数
は
。

施
策
の
推
進
及
び
予
算
の
確
保
の
た

め
、
国
へ
の
要
望
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
他
自
治
体
と
の
情
報
交
換
を

図
り
、
要
望
活
動
を
続
け
ま
す
。

④
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
お

い
て
、
統
合
、
集
約
を
含
め
た
総
合

的
な
判
断
を
す
る
方
針
を
定
め
て
い

ま
す
。
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
庁

内
検
討
委
員
会
も
活
用
し
な
が
ら
、

全
庁
的
に
取
組
を
進
め
ま
す
。

せ
る
移
住
定
住
施
策
、
持
続
可
能
な

農
業
等
の
産
業
の
活
性
化
な
ど
、
総

合
的
な
対
策
に
取
り
組
み
、
人
口
が

減
少
す
る
中
で
も
持
続
可
能
な
活
力

あ
る
町
を
つ
く
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

②
正
職
員
数
は
３
月
１
日
現
在
１
２

９
名
、
う
ち
町
外
に
住
民
登
録
し
て

い
る
職
員
は
57
名
で
す
。

③
町
は
一
般
社
団
法
人
全
国
過
疎
地

域
連
盟
に
加
入
し
、
連
盟
を
通
じ
て
、

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
を
目
指
す

質
問



かわまた議会だより

一 般 質 問

⑥
業
務
継
続
計
画
策
定
の
取
組
状
況

は
。

⑦
受
援
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
町
の

考
え
は
。

⑧
福
島
県
が
進
め
る
基
盤
的
防
災
情

報
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
町
は
県
と

ど
う
連
携
し
て
い
く
の
か
。

①
具
体
的
な
想
定
は
難
し
い

で
す
が
、
土
砂
災
害
警
戒
区

域
が
多
数
あ
る
地
区
な
ど
は
孤
立
化

す
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

②
町
建
設
同
業
会
と
の
災
害
時
に
お

け
る
応
急
対
策
活
動
に
関
す
る
協
定

に
基
づ
き
、
道
路
啓
開
へ
の
協
力
を

得
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
被
害

が
甚
大
な
場
合
、
県
や
自
衛
隊
に
要

請
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

③
避
難
所
に
は
、
ス
ト
ー
ブ
等
の
電

源
を
要
し
な
い
暖
房
器
具
、
燃
料
及

び
防
寒
器
具
の
準
備
に
努
め
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

配
慮
し
た
設
備
に
つ
い
て
は
、
今
後

状
況
に
応
じ
整
備
し
た
い
と
考
え
ま

す
。
ま
た
、
要
介
護
者
や
障
が
い
を

お
持
ち
の
方
が
避
難
で
き
る
場
と
し

て
、
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
障

害
者
用
ト
イ
レ
、
車
椅
子
対
応
の
ス

ロ
ー
プ
等
の
設
備
が
あ
る
町
内
５
か

所
の
介
護
施
設
と
の
間
に
福
祉
避
難

所
の
設
置
に
関
す
る
協
定
を
結
び
、

受
入
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

④
多
様
な
状
況
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

今
後
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
品
目
を
含
ま

①
発
災
後
、
土
砂
崩
れ
等
に

よ
り
道
路
が
寸
断
さ
れ
る
な

ど
孤
立
す
る
地
域
は
ど
の
程
度
発
生

す
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

②
孤
立
地
域
が
発
生
し
た
場
合

の
道
路
啓
開
の
た
め
の
計
画
策

定
や
事
業
者
と
の
協
定
締
結
の

状
況
は
。

③
避
難
所
の
低
体
温
症
の
対
策

や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た

テ
ン
ト
等
の
配
備
に
加
え
、
女

性
や
妊
産
婦
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
等
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る

運
営
体
制
が
必
要
と
考
え
る
が
、

町
の
対
策
は
。

④
塩
分
濃
度
の
低
い
非
常
用
の

備
蓄
品
は
用
意
さ
れ
て
い
る
の

か
。

議員山 家 恵 子
やま　 が　 けい　 こ
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質
問 町

民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
防
災
・

減
災
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

様
々
な
状
況
を
想
定
し
対
応
・
対
策
に
努
め
ま
す

⑤
ト
イ
レ
環
境
の
不
備
は
災
害
関
連

死
の
発
生
が
心
配
さ
れ
る
が
、
ト
イ

レ
ト
ラ
ッ
ク
を
配
備
す
る
考
え
は
あ

る
か
。

な
い
食
品
の
ほ
か
、
塩
分
濃
度
に
も

配
慮
し
た
食
品
を
備
蓄
す
る
よ
う
に

し
ま
す
。

⑤
今
後
、
先
進
事
例
を
参
考
に
検
討

し
ま
す
。

⑥
平
成
28
年
３
月
に
業
務
継
続
計
画

を
策
定
し
て
お
り
、
災
害
時
に
適
切

に
運
用
で
き
る
よ
う
、
必
要
に
応
じ

て
計
画
内
容
を
見
直
す
ほ
か
、
職
員

の
意
識
の
向
上
に
も
努
め
ま
す
。

⑦
現
在
、
県
外
自
治
体
と
の
間
に
災

害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
、
実
際
に
災
害
時
に

は
人
的
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

受
援
体
制
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
今
後
、
庁
内
で
協
議
し
、
策
定

し
て
い
く
予
定
で
す
。

⑧
気
象
警
報
や
地
震
な
ど
が
発
生
し

た
際
、
専
用
端
末
で
県
へ
被
害
状
況

等
を
報
告
し
共
有
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
迅
速
な
災
害
対
応
が
で
き
る

手
助
け
に
な
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

突然の災害への町の備えは万全か

答
弁

石川県珠洲市に災害派遣されたいわき市のトイレトラック
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一 般 質 問

議員高 橋 清 美
たか　はし　きよ　 み
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①
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

と
営
業
補
償
の
充
実
は
。

②
子
育
て
支
援
の
さ
ら
な
る
充
実
は
。

③
農
林
業
・
商
工
業
へ
の
支
援
の
充

実
と
強
化
は
。

④
復
興
事
業
の
総
点
検
と
新
た
な
復

興
計
画
の
推
進
は
。

⑤
観
光
事
業
の
充
実
と
発
展
は
。

①
感
染
状
況
に
応
じ
、
基
本

的
な
感
染
対
策
に
つ
い
て
周

知
し
ま
す
。
営
業
補
償
は
継
続
し
た

事
業
者
支
援
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

②
新
た
に
か
わ
ま
た
認
定
こ
ど
も
園

の
保
育
料
完
全
無
償
化
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
庁
舎
内
に
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
、
き
め
細
か
な
総

質
問

①
各
施
設
の
運
営
状
況
は
。

②
道
の
駅
と
し
て
の
イ
ベ
ン

ト
の
実
績
と
今
後
の
計
画
は
。

①
令
和
５
年
４
月
か
ら
令
和

６
年
１
月
ま
で
客
数
及
び
売

上
げ
は
、
道
の
駅
全
体
で
は
19
万
１

４
３
人
、
前
年
比
０
．８
％
、
１
５

質
問 道

の
駅
の

運
営
状
況
は

全
体
で
は　
　

利
用
者
増
で
す

合
的
支
援
体
制
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

③
農
業
で
は
、
新
規
就
農
育
成
総
合

対
策
事
業
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

商
工
業
で
は
、
福
島
国
際
研
究
機
構

と
町
内
事
業
者
と
の
実
証
事
業
に
関

す
る
連
携
、
企
業
誘
致
等
を
目
標
と

し
て
取
り
組
み
ま
す
。

④
令
和
４
年
度
か
ら
移
住
・
定
住
に

係
る
情
報
発
信
及
び
受
入
れ
を
し
て

き
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
、
こ
れ
ま

で
と
同
様
の
視
点
で
取
組
を
進
め
ま

す
。

⑤
既
存
の
観
光
資
源
の
活
用
に
加
え
、

Ｄ
Ｘ
と
組
み
合
わ
せ
た
事
業
展
開
に

よ
り
、
地
域
振
興
や
町
内
経
済
の
活

性
化
、
交
流
人
口
の
増
加
等
の
促
進

を
図
り
ま
す
。

答
弁

①
高
齢
化
率
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

②
こ
れ
ま
で
の
支
援
は
何
を
行
っ
て

き
た
の
か
。

③
町
独
自
の
支
援
策
は
あ
る
の
か
。

①
２
月
１
日
現
在
、44
．16
％

で
す
。

②
主
に
高
齢
者
の
介
護
予
防
の
普
及

啓
発
、
サ
ロ
ン
活
動
支
援
、
軽
度
生

活
援
助
サ
ー
ビ
ス
等
で
す
。

③
高
齢
者
ご
み
出
し
安
否
確
認
事
業
、

寝
具
丸
洗
い
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
事

業
、
介
護
支
援
タ
ク
シ
ー
事
業
等
が

あ
り
ま
す
。

質
問 高

齢
者
に
対
す
る

支
援
は

様
々
な
事
業
に　
　

取
り
組
ん
で
い
ま
す

答
弁

答
弁

選
挙
公
約
の「
５
つ
の
約
束
」の

実
績
と
今
後
の
取
組
は

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す

４
３
人
の
増
で
す
。
お
り
も
の
展
示

館
は
９
．０
％
、
３
３
１
人
の
減
、

銘
品
館
シ
ル
ク
ピ
ア
は
１
．７
％
、

１
８
７
５
人
の
増
、こ
こ
ら
は
１
．３

％
、
７
９
４
人
の
増
、
シ
ャ
モ
ー
ル

は
５
．４
％
、
７
９
９
人
の
減
で
す
。

②
令
和
５
年
度
は
９
回
で
３
０
０
０

人
以
上
の
参
加
で
す
。
令
和
６
年
度

は
、
11
回
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

３月に行われた道の駅まつりの様子



かわまた議会だより

一 般 質 問

①
国
立
社
会
保
障
人
口
問
題

研
究
所
の
公
表
に
よ
る
と
、

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
率
が
、
県
内

30
市
町
村
の
中
で
川
俣
町
が
最
も
高

い
と
報
道
さ
れ
た
が
、
こ
の
推
計
値

（
２
０
５
０
年
70
．３
％
減
）
を
ど
う

捉
え
る
の
か
。

②
人
口
減
少
対
策
を
ど
の
よ
う
に
す

る
つ
も
り
か
。

③
移
住
定
住
支
援
事
業
の
実
績
は
。

④
移
住
者
と
住
民
と
の
関
わ
り
に
つ

い
て
、
町
は
ど
の
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
る
の
か
。

⑤
移
住
に
つ
い
て
、
住
民
の
参
画
を

町
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

⑥
町
内
事
業
所
等
へ
通
勤
す
る
町
外

在
住
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

議員
かん　 の　 しん　いち

菅 野 信 一
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質
問

①
人
口
問
題
研
究
所
の
将
来

推
計
人
口
は
、
原
子
力
災
害

に
よ
る
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
人
口
推
移

の
影
響
を
色
濃
く
受
け
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
が
、
働
き
手
と
な
る
生

産
年
齢
人
口
等
の
減
少
は
重
要
な
課

題
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
第
６
次
川
俣
町
振
興
計
画
で
は
、

人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
も
持
続
可

能
な
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
創
出
を

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
と
し
、
子

育
て
支
援
、
移
住
・
定
住
、
活
力
あ

る
産
業
、
み
ん
な
の
生
き
が
い
づ
く

り
の
四
つ
の
重
点
施
策
に
基
づ
き
各

種
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
、
一
つ
一
つ
の
事
業
を
推
進
し
ま

す
。

③
支
援
金
の
整
備
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

人
口
減
少
対
策
及
び

移
住
定
住
支
援
事
業
に
つ
い
て

振
興
計
画
に
基
づ
き
各
種
事
業
を
推
進
し
ま
す

⑥
平
成
27
年
国
勢
調
査
に
よ
る
と
就

業
を
理
由
と
す
る
流
入
人
口
は
約
３

２
０
０
人
で
す
。
移
住
者
の
タ
ー
ゲ

ッ
ト
と
し
て
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま

す
が
、
通
勤
可
能
と
い
う
こ
と
は
、

必
ず
し
も
本
町
に
住
ま
な
く
て
も
済

む
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
本

町
の
魅
力
度
を
高
め
、
移
住
者
か
ら

選
ば
れ
る
、
そ
し
て
、
通
勤
し
て
い

る
方
が
住
み
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

窓
口
の
設
置
、
各
種
情
報
の
発
信
、

空
き
家
、
求
人
情
報
の
把
握
等
を
中

心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
令
和
３

年
４
月
か
ら
令
和
６
年
１
月
ま
で
の

実
績
は
、
延
べ
５
１
８
名
か
ら
移
住

に
関
す
る
相
談
を
受
け
、
県
外
か
ら

の
移
住
者
90
名
、
県
内
か
ら
の
移
住

者
96
名
、
合
計
１
８
６
名
の
移
住
者

を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

④
川
俣
町
移
住
・
定
住
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
が
窓
口
と
な
り
、
移
住
者
の

受
け
入
れ
か
ら
定
住
ま
で
の
支
援
を

一
括
し
て
担
っ
て
い
ま
す
。
定
住
促

進
の
た
め
に
は
、
セ
ン
タ
ー
の
み
な

ら
ず
、
全
町
的
な
移
住
者
の
受
け
入

れ
機
運
の
醸
成
を
図
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

令
和
５
年
度
に
は
、
各

地
区
公
民
館
の
各
種
講

座
に
合
わ
せ
て
、
セ
ン

タ
ー
職
員
が
訪
問
し
、

町
の
移
住
定
住
支
援
策

に
つ
い
て
説
明
す
る
機

会
を
設
け
ま
し
た
。

⑤
移
住
者
を
定
住
に
つ

な
げ
る
た
め
に
は
、
地

域
を
巻
き
込
ん
だ
支
援

体
制
の
構
築
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
今

後
、
地
域
と
移
住
者
を

つ
な
ぐ
仕
組
み
、
ま
た
、

困
っ
た
と
き
に
は
相
談

で
き
る
体
制
の
構
築
に

つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

答
弁

人口減少対策の具体的な取組が求められる
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一 般 質 問

議員作 田 善 輝
さく　 た　 よし　てる
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①
近
年
の
人
口
の
自
然
増
減
、

社
会
増
減
の
推
移
は
。

②
現
状
に
対
す
る
分
析
と
今
後
の
見

通
し
は
。

③
少
子
化
対
策
、
生
産
者
年
齢
人
口

確
保
対
策
は
。

④
取
組
に
対
す
る
進
捗
管
理
（
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
）
は
。

①
令
和
元
年
の
自
然
増
減
は

死
亡
超
過
２
２
９
人
の
減
、

社
会
増
減
は
転
出
超
過
１
２
６
人
の

減
で
あ
り
、
令
和
５
年
の
自
然
増
減

は
死
亡
超
過
１
９
４
人
減
、
社
会
増

減
は
転
出
超
過
７
３
人
減
と
な
っ
て

お
り
、
過
去
５
年
の
比
較
で
は
、
社

会
減
、
自
然
減
と
も
縮
小
傾
向
に
あ

る
と
考
え
ま
す
。

②
転
出
超
過
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

転
入
の
増
加
に
よ
り
、
社
会
増
減
の

質
問

①
原
発
被
災
町
村
に
対
す
る

国
等
の
支
援
に
関
す
る
町
の

取
組
は
。

②
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
の
ま
ち
づ
く
り
支

援
に
対
す
る
取
組
は
。

③
大
学
等
と
の
地
域
活
性
化
の
取
組

は
。

④
取
組
に
対
す
る
進
捗
管
理
（
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
）
は
。

①
財
源
も
含
め
た
復
興
加
速

に
係
る
要
望
書
の
提
出
の
ほ

か
、
町
駐
在
の
復
興
庁
等
職
員
を
通

じ
た
調
整
を
図
っ
て
い
ま
す
。

②
現
在
、
町
は
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
の
支

援
を
受
け
た
取
組
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。
今
後
、
民
間
活
力
の
活
用
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

③
近
畿
大
学
と
連
携
協
定
を
結
び
、

農
業
や
観
光
等
、
様
々
な
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

④
毎
年
度
進
捗
を
管
理
し
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
、

柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
推
進
し
ま
す
。

質
問

抑
制
が
図
ら
れ
て
お
り
、
徐
々
に
移

住
・
定
住
施
策
の
成
果
が
出
て
き
て

い
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

③
振
興
計
画
に
基
づ
き
各
種
事
業
を

展
開
し
ま
す
。

④
各
課
で
立
案
し
た
事
業
計
画
を
着

実
に
実
行
し
、
成
果
指
標
に
基
づ
く

評
価
を
行
っ
た
後
、
振
興
計
画
審
議

会
に
お
け
る
審
議
を
行
い
、
必
要
な

改
善
や
見
直
し
を
図
り
ま
す
。

答
弁

本
町
の
人
口
の
実
態
と
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

転
出
超
過
の
状
態
で
す

地
方
創
生
、

地
域
活
性
化
の

取
組
に
つ
い
て

引
き
続
き　
　

取
り
組
み
ま
す

①
中
丁
か
ら
の
通
学
路
の
整

備
は
。

②
正
門
前
の
横
断
歩
道
整
備
は
。

①
今
年
度
は
ポ
ス
ト
コ
ー
ン

を
設
置
し
ま
し
た
。
今
後
も

効
果
的
な
安
全
対
策
に
努
め
ま
す
。

②
横
断
歩
道
の
設
置
が
で
き
な
い
こ

と
か
ら
、
看
板
等
の
設
置
に
よ
り
通

学
路
の
安
全
確
保
に
努
め
ま
す
。

質
問

答
弁 川

俣
小
学
校
に
係
る

通
学
路
等
の
整
備
に

つ
い
て

安
全
確
保
に
努
め
ま
す

答
弁

好評だった旧飯坂小でのコーヒーフェスティバル
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そ
ば
研
究
会
の
皆
様
の
協
力
を
得
て
、

そ
ば
打
ち
体
験
を
実
施
す
べ
く
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
山
木
屋
在
来
種

の
そ
ば
粉
「
高
原
の
宇
宙
」
を
使
っ

た
そ
ば
打
ち
体
験
と
す
る
な
ど
、
町

の
魅
力
発
信
と
交
流
人
口
拡
大
に
も

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

①
今
年
度
の
公
園
整
備
の
進

捗
状
況
は
。

②
キ
ャ
ン
プ
施
設
内
で
の
利
用
者
の

マ
ナ
ー
や
防
犯
上
の
啓
発
な
ど
の
対

策
に
つ
い
て
。

③
そ
ば
う
ち
体
験
館
の
利
用
者
増
に

向
け
た
取
組
は
。

①
４
月
の
峠
の
森
自
然
公
園

の
再
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
頂

上
の
芝
生
広
場
脇
の
ト
イ
レ
の
改
築

や
炊
事
場
の
新
設
、
そ
の
他
の
園
内

ト
イ
レ
の
洋
式
化
等
の
改
修
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

②
受
付
時
に
マ
ナ
ー
を
守
っ
た
利
用

を
お
願
い
し
て
お
り
、
防
犯
面
に
関

し
て
は
、
業
者
に
よ
る
見
回
り
や
警

察
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

③
４
月
の
再
オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
、

藤 原　 正 議員
ふじ　 わら　　　 ただし
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質
問

答
弁

①
今
年
度
開
催
さ
れ
た
各
種

イ
ベ
ン
ト
が
好
評
だ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
今
後
も
地
域
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
積
極
的
に
誘
致
す
べ
き

と
考
え
る
が
町
と
し
て
の
考
え
は
。

②
町
外
の
来
訪
者
か
ら
旧
校
舎
が
わ

か
り
に
く
い
と
の
声
が
あ
る
。
さ
ら

な
る
情
報
の
発
信
や
案
内
板
の
設
置

な
ど
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

③
今
後
予
想
さ
れ
る
旧
校
舎
の
老
朽

化
へ
の
対
策
、
台
風
や
地
震
に
よ
る

災
害
対
策
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

①
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
、
か

わ
ま
た
ハ
ー
ベ
ス
ト
農
産
物

販
売
会
、
コ
ー
ヒ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
in
川
俣
等
、
い
ず
れ
も
地
元
の

方
々
の
ご
協
力
の
も
と
大
盛
況
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
令
和
６

年
度
も
既
に
複
数
の
団
体
か
ら
イ
ベ

ン
ト
の
利
用
希
望
が
あ
り
、
最
終
的

な
利
活
用
の
決
定
を
目
標
と
し
な
が

ら
も
、
み
ん
な
で
楽
し
み
を
共
有
で

き
る
交
流
の
場
に
つ
な
げ
て
い
け
る

質
問

答
弁

よ
う
努
め
ま
す
。

②
令
和
５
年
度
に
実
施
さ
れ
た
イ
ベ

ン
ト
の
実
績
や
反
省
点
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
今
後
、
適
切
な
情
報
発
信
や

案
内
の
方
法
を
検
討
し
ま
す
。

③
築
30
年
を
経
過
し
た
施
設
で
あ
り
、

屋
根
、外
壁
、消
防
設
備
の
ほ
か
様
々

な
修
繕
や
更
新
の
必
要
性
が
見
込
ま

れ
ま
す
が
、
今
後
、
利
活
用
内
容
の

決
定
に
合
わ
せ
適
切
に
対
応
し
ま
す
。

ま
た
、
閉
校
後
に
他
校
の
不
要
品
が

保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
地
震
や

避
難
等
の
有
事
の
際
の
危
険
性
も
考

慮
し
、
現
在
で
は
解
消
さ
れ
て
い
ま

す
。
総
合
的
な
安
全
性
の
向
上
や
利

活
用
、
災
害
時
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
の
た
め
、
令
和
６
年
度
は
旧
飯

坂
小
学
校
プ
ー
ル
の
解
体
費
を
当
初

予
算
に
計
上
し
ま
し
た
。

峠
の
森
自
然
公
園
活
性
化
事
業
に
つ
い
て

園
内
施
設
整
備
の
ほ
か
魅
力
向
上
に
努
め
ま
す

旧
飯
坂
小
学
校
の

将
来
に
向
け
た

活
用
に
つ
い
て

総
合
的
な
視
点
で

進
め
ま
す　
　
　

改修された炊事場とトイレ

令和６年度に解体予定の旧飯坂小プール
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①
現
在
の
分
団
数
、車
両
数
、

団
員
数
は
ど
の
よ
う
な
状
況

か
。

②
新
規
入
団
は
ど
の
よ
う
に
募
っ
て

い
る
の
か
。

③
今
後
の
消
防
団
配
備
計
画
は
あ
る

の
か
。

①
公
共
施
設
で
は
２
月
現
在
、

22
か
所
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

②
町
で
は
令
和
３
年
以
降
使
用
実
績

は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
Ａ
Ｅ
Ｄ
適
正
配
置
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
町
内
に
該
当
す
る
施
設

は
、
道
の
駅
、
介
護
・
福
祉
施
設
、

会
社
等
が
あ
り
、
今
後
、
設
置
状
況

の
把
握
等
に
努
め
ま
す
。

①
現
在
の
設
置
状
況
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

②
現
在
ま
で
の
使
用
実
績
は
ど
の
よ

う
な
状
況
な
の
か
。

③
民
間
も
含
め
、
設
置
普
及
を
促
進

す
る
計
画
は
あ
る
の
か
。

藤 野 圭 史 議員
ふじ　 の　 けい　 じ
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一 般 質 問

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）に
つ
い
て

適
切
な
対
応
に

努
め
ま
す　
　

質
問

質
問

答
弁消

防
団
に
つ
い
て

道
路
維
持
管
理
に

つ
い
て

今
後
も
協
議
し

進
め
ま
す　
　

維
持
管
理
が
課
題
で
す

①
町
が
管
理
を
必
要
と
す
る

道
路
は
ど
の
程
度
あ
る
の
か
。

②
修
繕
が
必
要
な
場
所
は
ど
の
よ
う

に
調
査
し
て
い
る
の
か
。

③
維
持
管
理
に
関
し
て
問
題
点
な
ど

は
あ
る
の
か
。

①
未
使
用
施
設
は
ど
の
く
ら

い
あ
る
の
か
。

②
建
物
を
存
続
さ
せ
る
か
の
判
断
は

誰
が
ど
の
よ
う
な
判
断
基
準
で
行
っ

て
い
る
の
か
。

③
修
繕
・
解
体
な
ど
含
め
た
計
画
は

作
成
し
て
い
る
の
か
。

①
未
使
用
で
今
後
の
方
針
が

未
定
の
施
設
は
７
施
設
で
す
。

②
建
物
の
現
状
や
償
却
期
間
等
を
総

合
的
に
勘
案
し
た
う
え
で
、
最
終
的

に
は
政
策
調
整
会
議
で
決
定
し
ま
す
。

③
特
定
の
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
方
針

に
基
づ
き
適
切
に
対
処
し
ま
す
。

未
使
用
施
設（
現
在

使
わ
れ
て
い
な
い

施
設
）に
つ
い
て

計
画
に
基
づ
き

対
処
し
ま
す

①
現
在
、
10
分
団
５
０
６
名

で
、
指
揮
車
１
台
、
ポ
ン
プ

車
５
台
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車

25
台
、
軽
積
載
車
８
台
の
体
制
で
す
。

②
県
と
共
同
の
事
業
所
訪
問
や
町
広

報
誌
で
の
周
知
等
を
し
て
い
ま
す
。

③
分
団
長

会
議
等
の

際
に
各
分

団
か
ら
要

望
を
受
け
、

緊
急
性
の

高
い
も
の

か
ら
更
新

を
行
っ
て

い
ま
す
。

適切な設置が求められるAED

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

①
町
道
は
令
和
５
年
４
月
１

日
現
在
、
７
０
５
路
線
、
実

延
長
３
２
０
．６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
す
。

②
主
に
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
で
す
。

③
老
朽
化
に
よ
る
維
持
管
理
が
大
き

な
課
題
で
す
。

町防災の要となる消防団
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議員がまちの“いま”を取材し、レポートします。

ま ち れ ぽ

　２月19日、三春町議会の議会運営
委員会が来訪され、議員報酬の改定に
ついて意見交換を行いました。三春町
議会議員の選挙は２回連続無投票であ
り、議員のなり手不足が課題となって
いる状況です。若い世代の政治参画を
促すために、議員の処遇改善や環境整
備が必要であると再認識しました。

３
月
７
日
〜
22
日
は
第
２
回
定
例
会
開
催

【１月】

【３月】

【２月】

議会及び議長の活動報告（抜粋）

三春町議会来訪三春町議会来訪
議員報酬のあり方について調査
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かけがえのない人たちと、かけがえのない地域の為に活動中

川俣町商工会青年部第11回

●部員数　20名

●連絡・問合せ
川俣町商工会（☎024－565－2377）

【担当】藤野　圭史 広報編集委員

　川俣町商工会青年部は、地域の若手起業家やビジネスリーダーを支援し、地域経済の活性化に貢献し
ています。革新的なアイデアや情熱を持つ若手を育成し、地域社会発展を促進します。若手起業家同士
の交流の場を提供することで、次世代のビジネスリーダーを育てます。地域のイベントや地域活性化及
課題解決に向けたプロジェクトに参加し、地域社会との協力関係を築き、持続可能な成長を目指してい
ます。地域の未来を担う若手の力を活かし、地域経済の発展と地域社会の活性化に向けて力強く活動し
ています。

　川俣町商工会青年部では、現在部員を募集して
います。入部資格は、商工会の会員である商工業
者（法人にあってはその役員）またはその親族で、
会員の営む事業に従事する満45歳以下の方です。
地域の商工業の発展を共に目指し、同世代の経営
者仲間と交流する事ができます。

活動の状況はこちらから
ご覧いただけます♪

球技大会

勉 強 会

懇 親 会

視察研修

献血活動

忘 年 会

肉
フ
ェ
ス

シ
ャ
モ
祭
り

一緒に活動しよう！！
〜部員募集中〜



　川俣町の少子高齢化は著しく進んでいる中で、
町民の代弁者として議員の皆さんが議会でどのよ
うな議論がなされているかを知ることはとても重
要なことだと思っています。
　特に、原発事故により６年にも及ぶ避難生活に
より、帰還された方は未だに３分の１の状況であ
る山木屋地区は、婦人会や体育振興会、そして３
つあった老人会が２つになるなど多くの組織が廃
止または休止になりました。
　地域のコミュニティーが崩壊し、自治会が中心
となって新たな地域づくりを模索しているところ
ですが、帰還された方々は高齢者が大半で、多く
の課題を抱えており地区の将来の姿が中々見通せ
ない状況にあります。
　その中でも、町内の半数近くを占める水田につ
いては、地区内の若手が中心になり営農が再開さ
れたことは嬉しいことですし、担い手不足の中で
三匹獅子などの地区の伝承文化を次の世代に引き
継ごうと努力しており、細やかな希望も見えてい
るところです。
　これら山木屋の状況に対し議員皆さんのご理解
を得るとともに、更なる復興の推進に尽力をいた
だきながら、町全体の将来についてもベテランの
議員さんばかりでなく新人の議員さんも一緒にな
って希望の持てる町づくりのための議論を今後と
もお願いしたいと思います。

雪
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岸
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かわまた議会だより　第189号
●皆様の議会傍聴お待ちしています●

町民の

ݴのͻͱࢲ

希望の持てる町づくりのために
山木屋　菅 野 良 弘さん

議௕ࡏ৬̓೥Ҏ্ͷޭ੷ʹよりɺ
高 橋 道 也議௕͕දজ͞Εま͠たɻ

栄えある表彰
全国町村議会議長会・自治功労表彰

４月1日付人事異動により
む　 とう　 よし　 き

武 藤 善 紀が
議会事務局長となりました。

新・議会事務局長

6月定例会は

6月6日㈭〜6月12日㈬
を予定しております。

ぜひ傍聴にいらしてください！
ライブ中継、録画配信もございます♪

6月
定例会の
ご案内




